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研究成果の概要（和文）：日本心霊学会は、1910年前後から20年前後まで活動した、当時最大規模の霊術団体の
ひとつである。その日本心霊学会の機関誌である「日本心霊」のほぼ揃いが、同学会の後進にあたる京都人文書
院で奇跡的に発見された。近代日本の精神史を探るうえでの一級資料である「日本心霊」について、本プロジェ
クトは全資料の裏打ち処理、脱酸素処理を施してPDF化を進めるとともに、二度にわたるワークショップで近代
科学史、仏教史、近代出版文化史、日本近代文学などの多様な観点から分析を進め、それぞれの研究成果につい
ては書籍、論文、学会発表の形で公表した。

研究成果の概要（英文）：The Japanese Spiritual Society is one of Reizyutu groups the largest in 
those days who was active from around 1910 to around 20 years. "the Japanese Spirit" who is the 
bulletin of The Japanese Spiritual Society a pair was almost discovered miraculously in the Kyoto 
Jinbun-Syoin which reversed of the society."The Japanese Spirit" is a first class document on 
investigating modern Japanese history of ideas.
For this project, I restored this intense document of the deterioration.
Furthermore, PDF stimulated becoming it.In addition, I pushed forward analysis in 2 degrees workshop
 from various points of view such as history of modern science, history of Buddhism, modern 
publication cultural history, the Japanese modern literature.In addition, I announced it in a book, 
an article, the form of the presentation at the meeting about each result of research.
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
2012 年末、京都人文書院の倉庫から、同社
の前身にあたる日本心霊学会の機関紙『日本
心霊』（大正 9 年～昭和 14 年）の、ほぼ完全
な揃い 1500 点、さらに機関誌出版用の写真
乾板、執筆者の書簡、出納書、会員名簿など、
大正期～昭和初期に活躍した霊術団体に関
する第 1 級の出版資料が発見された。本研究
は、この貴重な資料群の活用方法の模索から
始まる。 
 
２．研究の目的 
（１）『日本心霊』をはじめとする日本心霊
学会関連資料は、明治期に始まる催眠術ブー
ムとそこから派生した催眠術教授団体、そし
て大正期に一気に拡大した霊術団体の思想
動向や活動状況を知る上で、今後見落とす事
のできない価値を有するものであり、宗教学、
日本思想史、日本文化史、出版文化史、日本
文学史など、複数の学問ジャンルで検討すべ
き課題を提供する可能性を秘める。大正期を
彩る多種多様の霊術団体とその思想につい
ての研究としては、井村宏次『霊術家の饗宴』
（1984、心交社）を先駆とし、同じく井村の
『新・霊術家の饗宴』（1996、心交社）、『霊
術家の黄金時代』（2014、ビイングネットプ
レス）、または一柳『催眠術の日本近代』（1997、
青弓社）などがあり、また吉永が編者を務め
た『日本人の心・身・霊 ― 近代民間精神
療法叢書』全 15 巻（クレス出版）や『催眠
術の黎明 ― 近代日本臨床心理の誕生』全
7 巻（クレス出版）といった、明治大正期の
貴重な関連書籍に光を当てた仕事はあるも
のの、個別の霊術団体の研究はほとんど進ん
でいない。その理由は、霊術団体の日常的な
動態を示す定期刊行物やパンフレットとい
った資料が、ほとんど残っていないことによ
る。しかし今回の新資料は、停滞した研究状
況を動かすに値するものである。これだけま
とまった資料群が発見された霊術団体は、未
だかつて存在しない。よって本研究は何より
も、この資料群の保存と整理を第一の目的と
する。なかでも『日本心霊』は劣化が激しく、
読解が不可能な状況にある。そのため業者に
依頼し、酸性化対策を施したうえで和紙での
裏打ちを行い、資料の保存に努める。そのう
えで、資料の整理とデジタル化を行い、この
資料群のアーカイブを構築することを目指
す。 
 
（２）日本心霊学会関連資料の整理と読解に
関する作業を進めることで、京都を本拠地と
して多様な活動を展開した日本心霊学会と
いう霊術＝精神療法団体の栄枯盛衰のプロ
セスをたどる。そのさいには、複数のアプロ
ーチを意識する必要がある。例えば、京都と
いう地の利を生かして日本心霊学会は寺院
を中心に勢力を拡大したが、そのさいに諸宗
派と軋轢は生じなかったのか、当時の仏教を
めぐる文脈のなかで、日本心霊学会はどのよ

うに認知されていたのか、といった仏教文化
史からの視点、または明治から続く心身の修
養という概念と日本心霊学会が展開した精
神治療との関係といった思想史的な視点、千
里眼事件でアカデミズムから離脱しつつあ
った福来が、どのように日本心霊学会と出会
い、その関係を深めていったのか、という科
学史的な視点などである。 
 
（３）日本心霊学会は大正期に出版部を設け
た。同出版部の刊行物では、白隠禅師『夜船
閑話』がベストセラーになり、また同出版部
から刊行された書物の著者には京都帝国大
学で精神医学講座の初代教授を務めた今村
新吉、千里眼事件の主役のひとりだった前東
京帝国大学助教授の福来友吉、日本の探偵小
説の基盤を作った小酒井不木など、注目すべ
き人物を見出すことができる。昭和に至って
同出版部は人文書院に名称を改め、日本文学
関連の書物を数多く出版した。なかには太宰
治『晩年』もある。以上の点からも、この団
体が出版文化に残した功績は大きい。京都に
おける出版文化史という観点からも、日本心
霊学会についてアプローチを試みる必要が
ある。 
 
３．研究の方法 
（１）予算の執行と合わせながら、『日本心
霊』の修復作業を進める。併せて日本心霊学
会関連の写真乾板、執筆者の書簡、出納書、
会員名簿などの資料整理、目録作成作業を進
める。 
 
（２）同時に資料分析を進め、個々の課題に
ついて考察を深める。一柳は主に福来友吉の
動向と彼の思想の日本心霊学会への波及状
況について、吉永は日本仏教史の文脈におけ
る日本心霊学会の意味について、菊地は京都
の出版文化史における日本心霊学会の果た
した役割について、栗田は日本精神史の文脈
における日本心霊学会の意味について、石原
は戦前の人文書院と日本文学の結びつきに
ついて研究を進め、年に 2 回の研究会でそれ
ぞれの研究成果を披露し、有機的な研究の発
展に繋げる。 
 
（３）最終的には『日本心霊』のデジタル化
を完了し、日本心霊学会に関する基礎資料ア
ーカイブを構築する。 
 
４．研究成果 
 
（１）日本心霊学会関連の写真乾板、執筆者
の書簡、出納書、会員名簿などの資料整理を
終了した。また『日本心霊』の裏打ち処理、
脱酸素処理をほぼ終了し、PDF 化への移行を
可能にした。予算の関係上、PDF 化は全体の
50％程度にとどまったものの、『日本心霊』、
および日本心霊学会の全体像を把握するう
えで、きわめて有意義な情報を得ることがで



きた。 
 
（２）（１）の成果を踏まえ、個々の研究参
加者による複数の貴重な研究成果を公にす
ることができた。その具体的な内容は、以下
のとおりである。 
 
A 一柳は霊術の基盤をなしている明治期の
非合理社会について、明治に造営された公立
墓地の様相とそこから生み出された幻想世
界の文学テクストへの反映状況の分析や、明
治 30 年代半ばから新聞メディアで大量に取
り上げられた怪談の連載記事の分析を通し
て考察を深め、さらに千里眼事件における福
来友吉の認識の変容を丹念に追うとともに、
日本心霊学会を主宰した渡辺藤交、大正期最
大の霊術団体のひとつである太霊道を主導
した田中守平の動きを明らかにし、あわせて、
福来が日本心霊学会の理論的指導者となる
プロセスについて、『日本心霊』における彼
の執筆状況を調査することで考察を進めた。 
 
B 吉永進一は近代日本の仏教史の観点から
考察を進め、特に渡辺藤交が知恩院中学林の
出身であることに注目し、京都西本願寺が創
刊した「反省会雑誌」の分析を通して、精神
療法家としても活動した渡辺がスローガン
とした「霊肉救済」「霊俗融合」の内実を明
らかにした。 
 
C 菊地暁は、日本心霊学会出版部で編集長
の職にあり、白隠禅師『夜船閑話』などをロ
ングセラーに導いた野村瑞城について調査
を進め、彼に関するいくつかの資料の存在を
明らかにするとともに、京都出版界における
日本心霊学会出版部の位置付けについて考
察を深めた。 
 
D 栗田英彦は、神智学の日本での展開と日
本心霊学会との関連について考察するとと
もに、明治 30 年代から活性化する「修養」
という概念の拡がりとその実践の様相に注
目し、岡田式静坐法とキリスト教社会主義者
だった木下尚江との繋がりに関する分析、数
ある霊術のなかでも特に腹式呼吸法を重視
した藤田式息心調和法の分析、大西祝や姉崎
正治らが主導した丁酉倫理会における「修
養」の意味の分析などを通じて、明治期の心
身修養をめぐる議論が霊術の世界認識に接
続し、日本心霊学会で受容されていくプロセ
スを明らかにした。 
 
E 石原深予は、近現代日本文学における「異
界」概念成立のプロセスとの関連を探るとと
もに、日本心霊学会出版部から移行した戦前
の人文書院において中核を担った編集者、清
水正光の存在に注目し、彼の軌跡を追った。
その結果、清水の生地、彼が中学時代、川端
康成の同級生だったこと、歌壇を中心に広範
な人的ネットワークを構築し、多くの文学関

連の出版に携わったことを明らかにした。 
 
（３）現時点での総括として、研究代表者で
ある一柳が JNSE 第 2 回ワークショップ「雑
誌メディアとオカルティズム」（於千葉大学
国際教養センター）において「『日本心霊』
とその時代」のタイトルで、当科研費におけ
る研究のプロセスと研究成果について発表
した。また 2016 年の京都大学人文科学研究
所共同研究「日本宗教史像の再構築」合同ワ
ークショップ「日本心霊学会から人文書院へ 
新資料調査の中間報告」では、本プロジェク
トの中間報告として、吉永進一「霊肉救済、
霊俗融合 ― 精神療法化、渡辺藤交」、一
柳廣孝「福来友吉と日本心霊学会」、栗田英
彦「日本心霊学会と伝統宗教 ― 雑誌『日
本心霊』の調査から」、菊地暁「野村瑞城に
ついて知っている 2，3の事柄」、石原深予「編
集者清水正光と戦前期人文書院における文
学関係出版」の 5本の発表に加え、人文書院
の佐藤良憲氏をお招きして、「人文書院 100
年の歩み」というタイトルでお話いただいた。
佐藤氏の講演では、人文書院の命名者が、福
来とともに千里眼事件に関わった京都帝国
大学の今村新吉であること、藤交の息子にあ
たる人文書院の二代目社長が初代の非合理
的な世界観に反発し、京都大学の人文系研究
者との親交を深めて、スタンダール、サルト
ル、ゲーテなどの西欧文学、哲学の出版に傾
注したことなどが話題となり、あらためて人
文書院の通時的な検討が必要であることが
確認された。 
 
なお当研究は、今年度からスタートした科研
のプロジェクト「日本新宗教史像の再構築」
に引き継がれ、残っている『日本心霊』の PDF
化を進めるとともに、『日本心霊』の、より
詳細で包括的な分析を進める予定である。 
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